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SDGs（Sustainable Development Goals）

 SDGs：持続可能な開発目標
 2030年までに達成すべき17のゴール



持続可能な社会の概念

 低炭素社会：地球温暖化の原因となる二酸化炭素の発生を減らすために、
省エネ技術を導入するだけでなく、人の暮らし方や働き方、生産方法など
を考え直し、自然エネルギーを活用する社会

 循環型社会：資源を有効に循環させ、廃棄物の発生を抑えるために廃棄物
の管理やリサイクルについて様々な技術を活かす社会

 自然共生社会：人間の生存のための様々な活動と自然生態系の保全
（生物多様性の保護）を両立した調和ある社会
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廃棄物問題の事例：食品廃棄物

 食品廃棄物量：約１，６２４万トン（令和４年６月現在）
 このうち，食品ロス：約５２２万トン
 世界的に援助している食料の約２倍，廃棄コストは年間約２兆円
 食料自給率：38%（カロリーベース）→半数以上を海外に頼っている現状

▲ACジャパンのCM（フードロス）

（https://www.mottainai-shokuhin-center.org/now/）

（https://www.ad-c.or.jp/campaign/search/index.php?id=824&sort=businessyear_default）

https://www.mottainai-shokuhin-center.org/now/
https://www.ad-c.or.jp/campaign/search/index.php?id=824&sort=businessyear_default


福島県の一般廃棄物排出量

出典：福島県環境基本計画
（https://www.pref.fukushima.lg.jp/uploaded/attachment/484380.pdf）

https://www.pref.fukushima.lg.jp/uploaded/attachment/484380.pd
https://www.pref.fukushima.lg.jp/uploaded/attachment/484380.pdf


いわき市の最終処分場の現状

 最終処分場の利用は、約15年の利用が可能との試算

 埋立処理場の延命化として、ゴミ減量や再資源化を促進
しなければならない

（いわき市の一般廃棄物発生量は、1,016g/人・日）

出典：一般廃棄物（ごみ）処理実施計画の実績
http://www.city.iwaki.lg.jp/www/contents/1635825851004/simple/R3_jisseki.pdf）

施設名（場所） 埋立開始 全体容量
R3年度埋立容量
（R4年3月測量）

残余容量
（R4年3月測量）

クリンピーの丘
(山田町家ノ前)

S53年6月 520,000㎥ 350㎥ 6,445㎥

クリンピーの森
(渡辺町中釜戸)

H9年7月
600,000㎥

(555,000㎥)
2,178㎥

151,194㎥
(106,194㎥)

計 1,120,000㎥ 2,528㎥ 157,639㎥

※ クリンピーの森埋立容量600,000㎥を確保するためには、今後、土堰堤を増築していく必要がありま
す。( )内が増築前の残容量。

＝基準値：令和元年度実績値



身近な循環〜廃棄物処理・5R〜

▲5R（消費者行動）

(拒否)

(修理)

(再生利用)

(発生抑制)

(再使用)

（https://komeru.komehyo.co.jp/600）

▲3Rの基本原則（出典：PEL環境工学 P.75）

https://komeru.komehyo.co.jp/600


菅総理の所信表明

首相官邸 on Twitter

岸田総理も同様
の所信表明



カーボンニュートラル

 対象範囲を広範囲に捉え、排出される二酸化炭素と吸収される二酸化炭
素が同量になるという概念、二酸化炭素が増えない状態を意味する

 地球規模での実現は難しいが、限られた事業内では成立する場合もある

▲木質ペレット ▲バイオガス
（https://www.town.shikaoi.lg.jp/work/biogasplant/tokucho/）

https://www.town.shikaoi.lg.jp/work/biogasplant/tokucho/


食物連鎖（食物網）の必要性は、生態系の安定化と
生命体の維持

生命体を維持するために、３大栄養素が必要

炭素循環≒生命体の維持に必要なエネルギー循環と
いうイメージ

炭素循環とは

生態系ピラミッド

３大栄養素＝炭素と窒素で構成
・炭水化物
・脂質
・タンパク質



炭素循環
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炭素循環の乱れ
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 CO2増加要因：森林伐採と化石燃料の燃焼！
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 枯渇性資源：化石燃料などのエネルギー資源や金属鉱物などの
鉱物資源（すべて掘り起こしてしまうと枯渇する）

 再生可能な資源：太陽光や熱などの地球外から降り注がれる資
源（自然発生の資源であるため枯渇しない）

 日本のエネルギー自給率は約5%で、ほとんどのエネルギーを
輸入に頼っているのが現状

枯渇性資源と再生可能資源

図 エネルギー資源の分類と枯渇性資源の埋蔵量と可採年数（出典：PEL環境工学 P.22,49）



化石燃料からの脱却には、再生可能エネルギーへの転換が不可欠
 2012年に再生可能エネルギー特別措置法が成立
固定価格買取制度（Feed-in Tariff :FIT）の導入で一定の効果をあげて

いる。
 FITは既存の電力料金に上乗せされて消費者が負担している仕組み

エネルギー枯渇対策の動き

図 先進国の１次エネルギーに占める発電電力量の割合（出典：PEL環境工学 P.55） （出典：資源エネルギー庁HP）



バイオマス資源を用いた循環型社会の形成

メタンガス

残渣 消化液

電気
ガス・熱

一般家庭・商店など

食品工場・下水処理場など

農家など

＜メタン発酵施設＞

電力供給

生ゴミ
草木類
紙ゴミ

食品残渣
排泄物
廃棄物

肥料、６次化産業

 地産地消・循環型社会の形成



バイオマス資源の有効利用

東日本大震災以降、バイオマス事業化戦略が策定され、バイオマス
の利活用による循環型社会の形成を目指し、バイオマス産業都市の
構築を目指している

（出典：農林水産省：バイオマス産業都市）



バイオマス資源の有効利用

バイオマス産業都市
の中核技術

バイオマス活用基本計画を2025年までに全都道府県、バイオマス
産業都市などの策定を600市町村という目標を掲げている

自治体ではバイオマス賦存量推計を実施しなければならない
エネルギーの地産地消、資源循環を目指す

＜メタン発酵施設＞



メタン発酵技術とは

 １７７６年にイタリアの物理学者が湖沼の沈殿物からメタンガ
スが生成されることが友人に宛てた手紙の中で述べられていた
ことがきっかけ

 基本的な考え方は、有機物を嫌気性消化して、メタンガスを生
成する（嫌気性消化モデル：ADM1,2002年）

▲メタン生成古細菌



いわき市の再エネ導入状況

（出典：月島機械（株）HP）http://pdf.irpocket.com/C6332/oc0k/akAI/BSok.pdf

いわき市下水汚泥利活用事業

 令和6年度より、嫌気性消化施設を
稼働予定

 地域資源の循環を加速していく
必要がある

 バイオマス賦存量の推計が必要

 再生可能エネルギー導入率を100%（2040年頃）
 太陽光、風力発電などの事業を推進
 バイオマス発電は木質バイオマスのみ

 太陽光、風力、水力発電などに取り組んではいるが、福島
県が掲げる目標値の3割程度の実績

 バイオマス資源の有効活用がなされていない



いわき市のバイオマス資源賦存量

 バイオマス資源賦存量
約127万トン/年

 賦存量割合
下水汚泥（80%以上）
家畜排泄物（約5%）
稲わら（約2%）

 下水汚泥の積極的利用

 バイオマス資源の調査
範囲の拡大



バイオマスエネルギー賦存量

 熱利用時のエネルギー賦存量は約51.3万GJ
 電力利用時のエネルギー賦存量は約18.2万GJ

下水汚泥および稲わらの割合が高いことが明らか



小さな循環を生み出し、大きな輪を作る

 私自身，コロナ禍によって，日常生活の「当たり前」がかけがえのない
ものであったと痛感しています．（会いたい人に会えないなど）

 今ある資源も，存在していることが当たり前かもしれませんが，資源循
環の視点を一人ひとりが持つと，当たり前の大切さに気づき，小さな行
動を起こすことで大きな輪となり，循環型社会も形成されていくのでは
ないかと思います．

小さな循環を生み，
大きな輪へ


